
薬学教育６年制では、チーム医療

の一員として臨床能力を持った薬剤

師の育成が求められている。そのた

め、第91、92回の国家試験では、医

療を意識した問題が徐々に増えてお

り、難易度も上がってきているとい

う。

国家試験では、遺伝子治療や分子

標的薬などのポストゲノムに関する

問題をはじめ、地域医療や介護支援、

後発医薬品、食品安全など、薬剤師

を取り巻く環境の変化を視野に入れ

たテーマが増えつつある。

また、最近の特徴として、検査値

や病歴などから適切な薬剤の選択、

投与方法、服薬指導などを問う総合問題、病

院や保険薬局での実務実習の成果を問う設問

が多い。このほか、有機化学の問題中に薬理

学や生化学の知識を問う「科目の壁を越えた

複合問題」や、治験コーディネーターなどの

新しい職種に関連する問題も増えており、基

礎と医学を網羅していないと解けない問題が

増えているのが現状だ。

2006年４月に第15改正日本局方が施行され

たことを受け、前回の国家試験では医薬品名

が改正された日本名で出題されている。日本

名と共に、改正ポイントを抑えておく必要が

ある。また、昨年改正された薬事法、感染症

法、薬剤師法なども、理解しておいた方がい

い。３月の試験では改正点が多く出題される

ことが予想されるためだ。

これまで、新しい法律は施行後１年を経な

いと改正部分は出題されないことが多かった

が、昨年の国試から状況が変わった。試験に

合格したら薬剤師としてすぐに現場で働くこ

とになるため、「抑えておくべき事項」とし

て、出題されるようになっている。

試験までの短い期間では、効果的かつ効率

的な対策が必要になる。そこでキーワードと

なるのが、「過去問」と「模擬試験」だ。国

家試験の約20％は過去10年分の過去問から出

題されるというデータもある。過去問を抑え

ていれば解ける問題があったり、出題傾向を

つかむのにも役立つため、この時

期の対策としては効果的だ。

実際、前回の国家試験でも過去

問ベースの問題が150も出題され

ており、特に出題頻度の高い５～

８年分は「必ず解いておいた方が

いい」という。

また、模擬試験を受けて苦手な

科目・項目を把握することも大事

だ。国家試験には”足切り”があ

るため、苦手だからといって”捨

てる”わけにもいかない。苦手科

目の判断基準は、模擬試験で60％

の人が解けたのに、解けなかった

分野と考えていい。苦手科目を勉

強し直すには時間がかかるが、そ

の中でも特に苦手な部分に絞るこ

とで、効率化を図ることができる。

そのため、取り組み次第では十分

得点源になり得る。

さらに、国家試験直前の模擬試

験は、ほとんどの人が受けるため、

自分がどの位置にいて、合格ライ

ンに到達するためにはどの分野を

どう勉強すべきかが明らかにな

り、対策が立てやすくなるという

メリットもある。

木暮氏は、「苦手だからといって一から勉

強する必要はなく、割り切って、よく出題さ

れる重要項目だけを繰り返し勉強した方がい

い」と話す。

暗記の要素が多く、出題頻度が高い科目の

勉強も大事だ。有機化学や物理化学などは苦

手な人が多いが、基礎学力を必要とするため、

時間をかけて勉強しても飛躍的な得点アップ

につながることは想定しにくい。

そこで、薬事関係法規・制度、衛生薬学、

製剤学などの暗記することが多い科目、機能

形態学や薬理学などのように、過去問でも多

く出題されている科目を勉強すると、より効

率的だ。
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薬剤師を目指す学生にとって、国家試験を約２カ月後に控え

たこの時期の過ごし方は重要だ。しかし、試験対策が思ったほ

ど進まず、何をどのように勉強したらいいのか、あせったり、

悩んだりしている学生もいるのでは。できることが限

られる状況下では、過去問題を抑えると共に、模擬試

験で苦手分野を洗い出し、足りない部分を補うなど、

得点アップに直結する対策が効果的だ。また、日本薬

局方をはじめ、薬事法、感染症法などの改正ポイントを網羅し

ておく必要もある。木暮喜久子氏（医学アカデミー薬学ゼミナ

ール）に国家試験直前までにやるべきことを聞いた。
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過去問と模擬試験で得点アップ 

新たに施行された法律の改正点にも注意 

過去問と模擬試験で得点アップ 

医学アカデミー薬学ゼミナール 

木暮　喜久子氏に聞く 

環
境
の
変
化
が
「
出
題
」
に
反
映

大切な改正法の確認
「現場」意識した出題 約20％は過去10年分

出題傾向把握に重要

多忙な時期に集中して過ごすコツ 


